謝辞

前田昭雄氏、山口修氏
まず初めにチューリッヒ大学における私の研究の助言者であった前田昭雄教授（現ウィーン大学名誉教授）に心より感謝する。数年にわたって受講した前田教授の講義とセミナーに参加していなければ、日本音楽に触れ、研究テーマとして琵琶を選ぶこともなかったであろう。前田教授は、私がショパンのワルツで博士号をとった後、奨学金を得て日本へ留学し大阪大学の山口修教授（現大阪大学名誉教授）のもとで専門的に勉強するよう道を開いてくださった。その山口修教授が山崎旭萃師をご紹介くださったおかげで、その後23年にわたり筑前琵琶を学ぶことになったのである。

山崎旭萃氏
山崎旭萃氏は、1996年に琵琶奏者として日本初の「人間国宝」になられたが、私が弟子入りを願った時、すでに78歳になられていた。外国人の弟子をとるのは初めてであるが、英語が話せないうえ西洋音楽の教育を受けたことがなく五線譜が読めなかったため、私に教えることができるか確信が持てなかったとのことだった。私に琵琶を教えることは、私が琵琶の演奏と歌唱を学ぶのと同じくらいの冒険だったと思われる。師はすぐさま私を受け入れてくださったが、私に外国人だから理解できないという気持ちを抱かせることはけっしてなかった。本当にありがたく思う。師はつねに私をほかの日本人の弟子と同等に扱ってくださった。つまり、日本の伝統芸術の習得には年限を定めないという考えに従ったのである。私のために特別に一年あるいは二年の「集中コース」をしようなどとは思いもしなかったようだ。師の教えは、ある芸術を学ぶには長い時間がかかり、学ぶ人はそれとともに成長するということだったのである。稽古には多大な忍耐を必要としたが、100歳の誕生日を迎えた直後に逝去されるまでの23年間、私につきあってくださった。師の芸術における強い指導力がなければ、私の研究計画は数年で終わっていたことだろう。

奥村旭翠氏
奥村旭翠師は山崎師門弟のなかで最も傑出した弟子であり、山崎師が亡くなられた後、2006年に山崎師の門弟すべてを引き受けられた。私も奥村師のもとで稽古を続け、最初の数年間でレパートリーを増やし確実なものすることができた。師はつねに頑なともいえるほど意志強固な師匠であったが、これは弟子にとってはありがたいことである。数年にわたり私は奥村師のもとで新しい曲を学んだが、橘会の正統を断固として守ろうとする氏の強い姿勢に心打たれたものである。2015年には「人間国宝」の指定を受けられたが、それによって師の筑前琵琶芸術に対する功績が世に広く知られることとなった。

橘旭帝氏
筑前琵琶日本橘会の次期家元である橘旭帝氏には、序文原稿の日本語版および英語版を詳しく見ていただいた。とりわけ筑前琵琶橘流について、その歴史と橘家の系譜に関する貴重な情報を提供していただいた。

薦田治子氏
武蔵野音楽大学の薦田治子教授のおかげで序文は学術的に信頼できるものとなった。琵琶研究の最高水準の知見を的確かつ明快に教えていただいたのである。日本の琵琶の歴史研究における人者と人者としての氏の批評や助言は大変貴重なものである。

神田靖子氏
私が1983年に国費留学生として大阪にやってきたとき、最初にプライベートに日本語を教えてくれたのが神田教授（現大阪学院大学名誉教授）であった。何年か後、幸運なことに、氏は私が教えていた大阪学院大学へ日本語学の助教授として赴任して来た。氏は音楽が好きなだけではなく、バイオリンの腕前も相当なものであった。当初から私の琵琶演奏会を手伝ってくれたのであるが、何年か後、琵琶曲の詞章を徹底的に研究してはどうかという提案となり、同僚の野口氏を紹介してくれた。それが励みとなって本書の企画が始まったわけであり、当然ながら私たちのチームの一員となった。その後、音楽をする立場から、すべての曲に音楽に関する注釈をつけることも提案してくれた。英語に堪能な氏は専門の「談話分析」の翻訳にも携わっており、そのかたわら本文の英語訳や音楽ノートの原稿をみて、不明な点や不完全な訳をつねに指摘し、英文原稿を的確な日本語に訳してくれた。

野口隆氏
野口教授は、このチームのなかで琵琶曲の詞章を深く理解するために欠かせない中心的人物であった。野口氏の存在なくしてはこのプロジェクトは成り立たなかったことと思われる。日本の古典文学の専門家であり日本史についても豊富な知識を持っている。氏は不明な点を詳細に至るまで明らかにするためには努力を惜しまない。編集上の問題点を究明する氏の学問的手法は私たちがこぞって賞賛するところである。私も氏を通して詞章の背景について思いがけない洞察を得ることができた。氏の詞章の解釈には文献学の知見が反映されており、そのおかげで本企画は学問的にも信頼できるものになっていると確信する。

フィリップ・フラヴィン氏
フィリップ・フラヴィン博士は本書のすべての文章の英訳を担当してくれた。氏の日本語能力は卓越しているため、翻訳の際、意思疎通上の問題はなかった。音楽を実践しているという氏の背景もまたおおいに役立った。氏はプロの三味線演奏家であり、また短期間ではあるが山崎旭萃師に学んだこともある。また氏は音楽学者でもあるが、日本文学と日本音楽についても豊富な知識を持っている。氏が、多忙な本務と自身の研究のかたわら翻訳に時間を割き、言語的に要求の厳しいこの企画に優れた英語のセンスを発揮してくれた。

ロジェー・ワルヒ氏
映画制作者であるロジェー・ワルヒ氏は曲の演奏の録音を担当してくれた。氏自身ジャズ・ピアニストであり、すでにプロとして多くの録音をしているため、演奏録音には貧弱な条件を受け入れてくれたことに非常に感謝している。すべての曲の演奏を五年かけて、大津にある我が家のリビングルームで録音したのである。このロケーションは音楽スタジオとしては完璧ではあり得ないのだが、ワルヒ氏は高性能のマイクを選択することによってアマチュアのレベルを遙かに超えた高音質の録音をすることを可能にしてくれた。

アンネマリー・ギニャール氏
私の妻であるアンネマリーの理解と支えがなくては何もできなかったことだろう。
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